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映画部門
優秀照明賞　「日日是好日」

担　当　水野　研一（APEX支部）
製　作　「日日是好日」製作委員会
受賞の言葉　今回はこのような賞を
ありがとうございます。やはり助手
さんたちがたいへん頑張ってくれた
ので、いい作品に仕上がったと思っ
て感謝しています。

審査員賞　「万引き家族」
担　当　藤井　勇（照太郞支部）
製　作　フジテレビジョン
　　　　ギャガ　AOI Pro
受賞の言葉　審査員賞ありがとうご
ざいます。優秀賞が水野さんという
ことが正直嬉しくて、そこに一緒に
並べたことが、今回僕のすごく嬉し
いことです。

優秀新人賞　「銃」
担　当　志村　昭裕（本部）
製　作　エクセリング
受賞の言葉　白黒作品ということで、
いつも以上に丁寧な仕事を心がけま
した。それを助けてくれた助手たち
に感謝します。今回は本当にありが
とうございました。

新人特別賞　「ルームロンダリング」
担　当　浜田　研一
製　作　 「ルームロンダリング」 

 製作委員会
受賞の言葉　素晴らしい監督とスタ
ッフに囲まれて、素敵な作品が出来
ました。これからも一本一本全力で
取り組んでいきたいと思います。あ
りがとうございました。

ドラマ部門
最優秀照明賞　特集ドラマ
　　　「スニッファー 嗅覚捜査官 スペシャル」

担　当　牛尾　裕一（NHK 支部）
制　作　日本放送協会
受賞の言葉　名誉ある賞をありがと
うございます。これもすべて頑張っ
てくれた助手のお陰だと思っていま
す。これからも賞に恥じないように
努力したいと思います。

優秀照明賞　大河ドラマ　西郷どん
　　　　　　　　　　　　第７回「背中の母」

担　当　久慈　和好
制　作　日本放送協会
受賞の言葉　名誉ある賞をありがと
うございます。この作品に関わった
多くのスタッフに深く感謝いたしま
す。この賞を励みにこれからも精進
していきたいと思います。

新人奨励賞　デッドフレイ～青い殺意～
担　当　岩間　一真
制　作　日本放送協会
受賞の言葉　素晴らしい賞を頂きあ
りがとうございます。今回は素晴ら
しいスタッフに囲まれて、素晴らし
い作品に仕上げることが出来、この
ような賞を頂きました。

CM・VP部門
優秀照明賞　丸亀製麺
　　　タル鶏天ぶっかけ「元気になれーっ」篇

担　当　中須　岳士（本部）
制　作　東北新社
受賞の言葉　前シリーズの世界観を
崩さぬ様に自分なりの時代劇ライテ
ィングが出来たのは、助手さん達が
頑張ってくれたおかげです。ありが
とうございまーす。

平成30年度 第50回 照 明 技 術 賞

本文の基本は
★13Q 行間７★
今回行間をツメ（行間5.5）
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審査員技術賞　サントリーペプシ J コーラ 
　　　　　　　　　　　　怪物舞踏団 篇

担　当　米井　章文
制　作　東北新社

審査員技術賞　SUZUKI KATANA
担　当　西野　哲雄（爽風支部）
制　作　イメージサイエンス
受賞の言葉　平成と刻まれる最期の
盾に名前を刻むことが出来、ありが
とうございます。刀匠、出演者、ス
タッフの「気剣体の一致」で頂けた
賞だと思っています。

MV部門
最優秀照明賞　獣ゆく細道
　　　　　　　　　　／椎名林檎と宮本浩次

担　当　上野　甲子朗
制　作　ギーク・ピクチュアズ
受賞の言葉　この度は輝かしい賞を
頂き誠に光栄に思います。皆様、な
らびに供に制作したチームへの感謝
とともに、今後とも努力していきた
いと思います。

優秀照明賞　Where You Are／降谷建志
担　当　島村　佳孝
制　作　エクストリーム
受賞の言葉　この作品に関わって頂
いたすべての方々と、いつも私を支
えてくれている家族に感謝したいと
思います。ありがとうございました。

総合部門
（該当作品なし）

第42回 協 会 賞
勤続40年表彰

澁谷　乘二（本部）
受賞の言葉　どうもありがとうござ
います。40年の月日が流れただけで、
たいしたことはやっていませんが、
映画やドラマなどに少し軌跡は残し
てきたかと思います。

鳥越　正夫（日活グループ）
受賞の言葉　長らく元気にやって来
られたのは皆さんのお陰だと思いま
す。照明に若い人が入って来て、新
しいことをやってもらえる社会にし
たいと思っています。

西野　哲雄（爽風支部）
受賞の言葉　照明協会創立60周年の
照明まつりで永年勤続40年表彰を頂
きありがとうございます。これから
も上を向いて明るく元気に楽しんで
いきたいと思います。

吉⻆　荘介（APEX 支部）
受賞の言葉　賞ありがとうございま
した。今年は夏と秋に映画を撮影す
る予定になっていますので、もう少
しこの世界で頑張らしてもらおうか
なと思っております。

協会功労賞　
　　 機関誌「映像照明」の長きに渉る編集協力、フィルム

コミッションとの関わりに対して。
国本　正義（本部）
受賞の言葉　身に余る光栄です。こ
れからも体力、気力の続く限り、一
生懸命頑張りたいと思いますので、
よろしくお願いいたします。本日は
ありがとうございました。
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第28回 伊藤幸夫賞
①照明技術に真摯に協力を続けている助手。

三上　貢 
（バル・エンタープライズ支部）
受賞の言葉　このような賞を頂きあ
りがたいことと思っています。これ
からもいい作品に協力出来るように
頑張っていきたいと思いますので、
よろしくお願いします。

② かげの力となりながら映像照明の諸技術にアイ
ディアのある開発改良を行った。

工藤　一也（APEX 支部）
受賞の言葉　36年間この業界に携わ
って来て、名誉ある賞を頂けること
を嬉しく思っています。今後とも業
界のために頑張ります。この度はあ
りがとうございました。

2019年 ４ 月2４日（水）調布市グリーンホール　小ホール
第50回照明まつり実行委員長　西野 哲雄

　今年は日本映画テレビ照明協会　創立60周年記念　第50回「照明まつり」として調布市グリーン
ホール　小ホールにて機材展＆授賞式が開催されました。
　会場を提供していただいた「映画のまち調布　シネマフェスティバル」を開催している共催者の
調布市、また機材展示会社、機材・消耗品及びスタッフ協力会社、副賞提供会社、そして維持会員、
関連団体、皆様のお力添えのお陰で開催出来ました事を感謝いたします。
　機材展では機材・消耗品会社18社19区画と今年も多くの展示をしていただきました。
　そこには新機材や新商品の出展もあり、業界では照明関係者はもちろんですが監督、撮影、制作
の方や学生、それから調布市民など一般の方々まで大勢の来場者がありました。
　来場者はとても興味を持ち、各ブースについて細かい内容の質問も多く、展示者がそれらに答え
るのが大変なほどの大盛況でした。（機材展来場者90名）
　授賞式に駆けつけてくださった維持会員、関連団体、会員の皆様、そして受賞者、受賞関係者の
方々につきましはとても輝いていて、その姿には業界だけではなく世の中まで元気にできるほどの
力強いパワーを感じました。
　授賞式・パーティには191名と多くの方々に出席していただき心よりお礼申し上げます。

日本映画テレビ照明協会　創立60周年記念
平成30年度　第50回「照明まつり」を終えて
照明技術賞　協会賞　伊藤幸夫賞　授賞式＆機材展


